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１ 背景と目的 

 我が国の65歳以上の高齢雇用者数の推移をみると、2010

年から2020年の10年間で、正規の職員・従業員は46万人、非

正規の職員・従業員は227万人、それぞれ増加している1）。

労働人口の高齢化に伴い、職業リハビリテーションの対象

となる障害者の高齢化も予測される現状において、中高年

齢障害者が職場や地域社会において活躍し続けることので

きる社会を形成するための障害者と事業主双方への専門的

支援のあり方の検討が急務となっている。 

本発表では、我が国の近年の文献から、我が国における

中高年齢障害者の雇用継続支援及びキャリア形成支援に関

する未解決課題を特定することを目的とした。 

 

２ 方法 

(1) スコーピングレビューの研究設問 

「既存の知見から研究ギャップ（研究する必要がある未

解決部分）を特定する」手法として、スコーピングレ

ビュー2）を参考に文献調査を実施した。 

具体的な研究設問は以下のとおりとした。 

①中高年齢障害者の雇用継続支援についてどのような取

組がなされているのか。また、どのような課題が指摘

されているのか。 

②中高年齢障害者のキャリア形成支援についてどのよう

な取組がなされているのか。また、どのような課題が

指摘されているのか。 

(2) 文献の検索方法 

 文献データベースのCiNii ResearchとJ-Stageを用いて、

検索式は(中高年 OR 中年 OR 高齢 OR 高年齢 OR 加
齢) AND (障害者 OR 障碍者 OR 障がい者) AND (雇用継

続 OR 就労継続 OR 職場定着 OR キャリア)、検索期

間は2018年１月～2022年12月とし、2023年７月７日に検索

を実施した。 

(3) 文献の選定方法 

 選定は筆頭著者が重複文献を除外した後、タイトルや要

旨、本文から選定基準により、適格なものを選定した。選

定基準は「和文であること」「中高年齢障害者の雇用（就

労）継続支援又はキャリア形成支援に関する具体的な取組

又は課題への言及を含んでいること」の２つであった。 

(4) 情報の抽出方法 

 適格性を確認した文献から、著者名、文献タイトル、発

行年、対象となっている障害種類、目的、調査方法、言及

されていた中高年齢障害者の雇用継続支援又はキャリア形

成支援に関する取組、課題を抽出した。 

 

３ 結果 

(1) 文献の概要 

 文献検索の結果、725件（重複文献を除いた710件）が抽

出された。選定基準を満たした対象文献は12件であった。 

 

 

図１ 文献の選定過程 

 

 対象文献の発行年は2018年が３件、2019年が１件、2020

年が１件、2021年が２件、2022年が５件であった。 

対象となっている障害種類は、身体障害が３件、知的障

害が３件、精神障害が２件、発達障害が１件、高次脳機能

障害が１件、難病が１件、認知症が２件、特定の障害種類

に焦点を当てていないものが１件であった（１つの文献で

複数の障害種類を対象とした文献は２件）。 

 調査方法は、文献研究が２件、質問紙調査が４件、面接

調査が２件、質問紙調査と面接調査の併用が１件、参与観

察と面接調査の併用が２件、会議録の内容分析が１件で

あった。 

(2) 中高年齢障害者の雇用継続支援についてどのような取

組がなされているのか 

 対象文献では、以下の８つの取組が記載されていた。 

①【体力低下に配慮した業務内容の設定】農業において、

高齢障害者は物陰で座って行える選果作業が割り当てら

れていた3）。 

②【短時間勤務】職場の人に障害ゆえの困難さを理解して

もらった上で、フルタイムから６時間勤務に変更した脳

性まひ者の事例4）がある。 

③【疾患・健康管理への配慮】多発性硬化症の離職は高齢

者の方が若年者より多く、離職理由の最たるものは症状

のコントロールが適切でないことにあるとし、早い段階

で事業主に開示し、職場の配慮を得やすくすることが重
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要であることが指摘されていた5）。 

④【アセスメントに基づくマッチング】その人を知り（ア

セスメント）、その人が一番本領発揮できる場面にいれ

るようにする（マッチング）配慮が行われていた6）。 

⑤【間違いに寛容】「注文をまちがえる料理店」6）の取組

に代表されるように「間違い」を肯定的に捉える空間を

作り上げる取組があった。 

⑥【ソーシャルキャピタルの形成】例えば、認知症者が事

業所に「腫れ物に触るように接するのではなく、ミスを

したらしっかり注意してほしい」と伝える一方で、自分

が得意なコミュニケーションを活かしてコミュニケー

ションが苦手な他の職員を支えるという信頼・互酬性の

関係が職場内で形成されていた事例7）があった。 

⑦【尊厳に配慮した支援】飲食店において、認知症のある

店員が受けた注文が店長に伝えられた後、店長はお客の

方を見ながら少し大きめな声でオウム返しのようにオー

ダーを確認するといった配慮が行われていた6）。 

⑧【福祉的就労】高齢となっても「障害とつきあいながら

する仕事」を「生活のために」続けていた高次脳機能障

害者が多く、一般企業での就労が困難であっても就労継

続支援B型事業所を利用することが自己効力感の向上に

つながっていることが報告されていた8）。 

(3) 中高年齢障害者の雇用継続支援についてどのような課

題が指摘されているのか 

 対象文献では、以下の６つの課題が記載されていた。 

①【加齢による機能低下と二次障害】蓄積された身体疲労

により、筋緊張が強くなり、頚椎症を発症した事例など

が紹介されており、身体がつらくなった時に仕事の途中

で休憩を入れたり、テレワーク、時短勤務や通院休暇等

の柔軟な働き方を推進する必要性が強調されていた4）。 

②【ライフステージに応じた心理・社会的問題】40代の精

神障害者の中には親の高齢化に伴う健康問題や介護問題

を抱えている者がおり、対象者だけでなく家族全体への支

援やサービスの調整が必要であることが指摘されていた9）。 

③【中途障害者の障害受容の難しさ】中年期以降に受障し

た視覚障害者は、これまでに築いてきた社会や家庭から

逸脱してゆくことに対する不安感を覚えるほか、喪失感

も大きく、心理的に回復するまでに多くの時間を要する

ことが指摘されていた10）。 

④【役割変化への適応の難しさ】中年期は、家庭、社会に

おける実質的な働き手・担い手であるため、若年性認知

症の発症によりもたらされる社会的な地位や役割の変化

に対し、自分なりの人生後半の生き方を見出せるような

支援、残存能力を活用した雇用管理の必要性が指摘され

ていた7）。 

⑤【間違いへの寛容の非日常性】上記３(2)⑤で取り上げ

た「間違い」を肯定的に捉える空間を作り上げる取組は

時間、場所共に限られた限定的な取組であることがほと

んどだが、このような空間づくりを一時的なものとせず、

継続的なものとして社会に根付かせることの必要性が指

摘されていた。 

⑥【障害福祉サービスから介護保険サービスへの移行調整

の難しさ】介護保険サービス移行後の就労支援サービス

の不足等が挙げられていた11）。 

(4) 中高年齢障害者のキャリア形成支援についてどのよう

な取組がなされているのか。また、どのような課題が指

摘されているのか。 

 今回、選定された文献において、キャリア形成をテーマ

とした文献は見当たらなかった。 

 

４ 考察と結論 

中高年齢障害者の雇用継続支援については、加齢による

心身機能の低下に対応した職務や働き方の調整だけでなく、

ライフステージや職場・家庭での役割の変化に応じた適応

支援、間違いへの寛容といった職場風土の醸成を含めた幅

広い支援が求められていた。一方、キャリア形成の課題に

は焦点が当たっていないことが明らかとなり、研究ギャッ

プに該当すると言える。 
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